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開業までのスケジュール

事業の概要

（参考）七隈線の乗車人数の推移

利用客が
増えてきて
いるんだよ。

※マイカーなどから乗り換えて
　新たに地下鉄を利用する人数

約6.8万人
（うち、新規利用者数※は約2.1万人）

延伸区間

建設キロ

建 設 費

工 法

乗車人員

開業予定

天神南～博多

約1.4㎞
（営業キロ 約1.6㎞）
約450億円

平成32年度

全線地下式
開削工法、シールド工法、
ナトム工法、
アンダーピニング工法（ （

試
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手続き等
約3年

平成23年度 25年度 28年度 32年度（予定）

工事期間：約7年（平成25～32年度）

土木本体工事　
（トンネル等）

線路・駅舎等工事
（出入口・線路・建築・設備等）
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　西南部からの移動だけではなく、都心部内での移動も便利になるほか、都心部の交通
渋滞や地下鉄空港線の混雑の緩和にもつながります。

都心部内の移動がさらに便利になります

環境への効果も期待されます

地下鉄七隈線（天神南～博多）沿線まちづくりガイドライン （平成25年３月策定）

 【テーマ】
●人が集い、駅からスムーズに歩きだせるまち
●多様な交通機関が利用できる環境にやさしい
　便利なまち
●歴史や文化を活かしたまち

 【テーマ】
●楽しく自由に歩け、憩えるまち
●魅力ある景観が連続し、いつ訪れても
　賑わいや新しい発見があるまち
●人にやさしい安全・安心なまち

　七隈線の延伸を契機とした、まちづくりの目標を示す「地下鉄七隈線（天神南～博
多）沿線まちづくりガイドライン」が官民共働で策定されるなど、都心部の活力と魅力
の向上が期待されます。

都心部の活力と魅力の向上が期待されます

　七隈線の延伸により約5,000台のマイカーの削減が見込まれます。これにより、
渋滞が緩和し、地球温暖化防止やヒートアイランド現象の抑制に効果が期待されます。

約670t-CO₂／年

約1,800万kcal／日

約5,000台の車が削減された場合の環境への効果

新たに整備する中間駅（仮称）は、最
新エネルギー技術の導入等により、
快適性はそのままに駅の消費エネル
ギーを50％削減する、
『エコウェイステーション』
を目指します。

～さらに環境にやさしい
 駅を目指して～




